東病棟カンファレンス記録

	院　長
	課　長
	主　任

	
	
	


平成　１７年　２月　２１日（月）　　　　　　　司会　佐々木健之　　記録　佐々木健之

	東
	佐々木
	市　島
	月　舘
	土　岐
	小　林
	沢　田
	阿　部
	島　守
	工　藤

	休
	○
	休
	　休
	休
	休
	　欠
	準
	深
	　○



	高　橋
	橘
	岩　藤
	小笠原
	
	田　口
	古　里
	千　田
	加　藤
	木　村

	欠
	休
	　○
	育休
	
	　○
	休
	深
	〇
	休

	沼　端
	小　松
	杉　本
	田　中
	松　山
	村　田
	松　川
	小　杉
	米　田
	中　机

	○
	準
	準
	○


	○
	○
	忌
	〇
	休
	休

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	河　村
	佐々木優佳
	中野渡
	
	
	
	
	
	
	

	○


	公休


	○
	　


	
	
	
	
	
	

	
	


出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· インフルエンザが流行しています。各自、体調管理に気を付けていきましょう。
· 各届に関して、ＷＩＺでの申請を忘れないようにしてください。また、期日守って提出しましょう。

＜隔離室使用中の患者様経過について＞

· 畑中成夫様･･･表情に余裕が出てきており、突発的となったり、妄想的発言はなくなって　　　　　

きています。

　　　　　　　　徐々に対面する時間を増やしていき、現時点での評価を伝えてきましょう。

・東海林康之様･･･多弁多動さ見られなくなってきています。日中、夜間と臥床しているこ

とが多いです。徐々に食事摂取量も増えてきています。

　　　　　　　　　エンシュアリキッドは残のみで止めとなります。

　　　　　　　　　食事摂取量を見ながら捕食を提供していきましょう。

＜身体拘束中の患者様について＞

· 板崎　将様･･･現在、栄養剤、抗うつ剤の点滴を施行中。拒否強く、自己抜去あり、安静　　　

を保てない。そのため、点滴施行中のみ身体拘束をしている。

　　　　　　　　　高齢であることをふまえ、身体拘束中は循環障害、四肢関節の異常がないか十分に観察すること。また、食事がとれないがための点滴であること話、食事を取れるようになることが重要であることを説明して行く事。

　　　　　　　　　何かと悲観的ではあるもののスタッフに対しては多弁に攻撃的となっている。

＜措置入院患者様について＞

· 佐藤節子様･･･先週より、対人関係について悩む様子あり、「うつだ。」との発言が聞かれ　　　　

ていた。しかし、自身で解決できたと本人より報告あり、ＯＴ、各プログラムには参加できている。

　　　　　　　　引き続き、プログラム参加、日課は問題なく行なえていることを評価し、自身だけで悩まず、スタッフに相談するよう促していく。　







